
能登半島地震を経験して医療・介護
連携で考えられること

～石川県介護支援専門員協会の震災支援を経験して見えてきたもの～

石川県介護支援専門員協会 副会長 池田 知子

2025年10月16日



自己紹介

所属：サンケア城東店（金沢市菊川 ケアマネジャー5名在籍）

基礎資格：介護福祉士 ケアマネジャー歴15年

2018年～ 金沢眞辺塾 塾生 眞辺一範先生に師事

2019年4月～2025年3月 石川県介護支援専門員協会金沢支部長

2025年4月～ 石川県介護支援専門員協会副会長



石川県介護支援専門員協会について

●会長 北山 達郎（千寿苑施設長）

●会員数545名（2025.4.21） 金沢支部 172名 南加賀支部 89名 白山野々市支部 57名

かほく支部 40名 能登中部支部 133名 能登北部支部 54名

●概要 平成12年5月発足。全国でいち早く介護支援専門員のための組織として発足。

「一般社団法人日本介護支援専門員協会（JCMA）」の地方支部

●所在地 石川県金沢市本多町3-1-10（石川県社会福祉協議会 内）

●2025年 事業計画（重点目標）

（1）組織内の連携強化と情報共有の推進

（2）会員の要望に対する支援

（3）関係機関との連携強化



今日のお話

能登半島地震発災直後の県庁や1.5次避難所

における石川県介護支援専門員協会の活動内

容と活動から見えてきた課題や気づき、そして

金沢市での災害に対する備えなど、介護支援専

門員の視点からお話します。



石川県 能登半島地震アーカイブ震災の記憶・復興の記録より引用

能登半島地震被害の概要



被災された在宅の要介護高齢者に対し被災高齢者等把握事業を活用しケアマネジャーなどが個別訪

問等により、早期の状態把握や必要な支援へのつなぎ等を実施

日本介護支援専門員協会で、被災地の石川県等で、現地の介護支援専門員の後方支援、要介護高齢者等

の実態把握および支援活動をしていただく介護支援専門員を募集

能登半島地震における当協会の主要支援活動

1. 1.5次避難所におけるマッチング業務

2. 被災高齢者把握事業への協力

3.  介護支援専門員ボランティアの募集・派遣

いしかわ総合スポーツセンターを拠点とした1.5次避難所でのアセスメント業務とマッチング業務



者







マルチパーパス

待機者…医療等支援者も含めて



国土交通省「令和６年能登半島地震を踏まえた災害対応検討ワーキンググループ（第１回）」資料



活動内容概要

1.5次避難者が
2次避難するための

施設マッチング業務

2次避難を円滑に
実施することを目的
とした1.5次避難者の
状態像把握ための

アセスメント業務

能登施設から
直接避難するための

施設マッチング業務

石川県健康福祉部長寿社会課より

業務委託を受けて

※1.5次避難所＝いしかわ総合スポーツセンター



活動詳細

マッチング業務とアセスメント業務

協力延べ人数
※個人の重複あり

919名

8月30日



378名
（1.5次＝230名、能登施設＝約100名）

計＝約330名マッチング

1.5次避難者詳細（表データは石川県への避難者のもの）

元市町村別 人数

合計 319名

珠洲市 137名

輪島市 118名

能登町 41名

穴水町 8名

志賀町

七尾市 15名

介護度別 人数

合計 334名

要介護1 49名

要介護2 62名

要介護3 58名

要介護4 42名

要介護5 18名

要支援1 15名

要支援2 24名

申請中 18名

認定なし 30名

不明 17名

事業対象者 1名

マッチング曜日別 人数 ランク 割合

月 33名 3位 17.0%

火 28名 4位 14.4%

水 36名 2位 18.6%

木 26名 5位 13.4%

金 38名 1位 19.6%

土 16名 7位 8.2%

日 17名 6位 8.8%

合計 194名 100.0%

マッチング者

介護度別 人数 ランク 割合

認定なし 14名 7位 5.6%

不明 16名 5位 6.4%

申請中 10名 8位 4.0%

事業対象者 0名 11位 0.0%

要支援1 7名 10位 2.8%

要支援2 16名 5位 6.4%

要介護1 38名 4位 15.3%

要介護2 48名 2位 19.3%

要介護3 50名 1位 20.1%

要介護4 40名 3位 16.1%

要介護5 10名 8位 4.0%

合計 249名 100.0%

24名

福井県

17名

富山県

3名

岐阜県



石川県への避難者のマッチング状況 15

マッチング日 曜日 人数

合計 194名

1月14日 日 8名

1月15日 月 3名

1月16日 火 5名

1月17日 水 8名

1月18日 木 4名

1月19日 金 19名

1月20日 土 1名

1月21日 日 3名

1月22日 月 12名

1月23日 火 10名

1月24日 水 7名

1月25日 木 5名

1月26日 金 9名

1月27日 土 5名

1月28日 日 1名

1月29日 月 9名

1月30日 火 1名

1月31日 水 11名

2月1日 木 5名

2月2日 金 4名

2月4日 日 1名

2月5日 月 1名

2月6日 火 3名

2月7日 水 5名

2月8日 木 2名

2月11日 日 2名

2月12日 月 1名

2月15日 木 1名

2月16日 金 1名

2月17日 土 3名

2月22日 木 3名

2月24日 土 2名

2月26日 月 1名

2月27日 火 1名

2月28日 水 1名

2月29日 木 1名

3月4日 月 3名

3月5日 火 1名

3月6日 水 3名

3月7日 木 3名

3月12日 火 1名

3月18日 月 1名

3月19日 火 3名

3月23日 土 2名

3月25日 月 1名

3月27日 水 1名

3月29日 金 1名

4月1日 月 1名

4月11日 木 1名

4月12日 金 4名

4月13日 土 1名

4月16日 火 1名

4月20日 土 2名

4月21日 日 2名

4月23日 火 1名

4月30日 火 1名

5月9日 木 1名



活動を行って見えてきた課題

①フェーズによっては本人・家族の思いを優先できない

②地域では住民で支え合うことで生活が成り立っていたが、慣れた
コミュニティから離れると生活が困難になる

③経済的困窮、身寄りがいない、家族からの虐待

④家族も被災。本人と家族が別の避難所にいる。被災状況によっては
キーパーソンが変わる。キーパーソンが精神疾患を抱えている

⑤地元に戻り家で生活をしたいが、ライフラインが整わない
介護サービスがない。地域資源の不足。

⑥ケアマネジャーの事業所も廃業する場合がある



個人的な感想

④金沢以外の施設のことがよ
くわかっていない③能登の地理が曖昧

②厚労省や県から通知の理解
に自信がない

①施設の紹介に常に迷い
や不安があった



災害支援の石川県介護支援専門員協会の課題

協力者の
選定方法

協力依頼の
発信方法

災害が発生した際の災害支援に対する



金沢市で地震が起こった場合

【最大の脅威】  森本・富樫断層帯
・地震規模 ： マグニチュード7.2程度
・30年内の発生確率： 2～8％（全国的にも危険なSランクに分類）
・影響範囲 ： 津幡町から金沢市を経て白山市まで
【想定される被害】
・揺れと震度 ： 金沢市の一部で最大震度7

周辺地域（白山市、津幡町、野々市市など）で震度6強～弱
【人的・物的被害予測（冬の朝5時発生の場合）】
・死者数 : 最大約2,212人（うち金沢市が1,788人で全体の約8割）

・建物被害 : 全壊・火災による全焼：約46,947棟

                  全半壊を含む被害建物：10万棟以上

・液状化の危険性 : かほく潟周辺 大野川周辺 金沢平野の軟弱地盤地域

金沢市の人口
（2025年9月1日時点）

45万4025人



個別避難計画の作成

ケアマネジメントへ活かす

金沢市個別避難計画作成ガイドブックより引用



日本介護支援専門員協会 災害対応マニュアル第5版より引用



日本介護支援専門員協会 災害対応マニュアル第5版より引用



情報整理：利用者名簿・連絡先・医療依存度一覧を印刷し、持ち出しファイル化

医療連携：主治医・薬局・訪問看護の災害時連絡手順を確認
ハートネットホスピタル（医療情報の共有）、ACPメモ作成（災害時にもACPの考えた方が重要）
ケアマネタイム（主治医との連携/相談しやすい関係づくり）

自身の防災：事業所の安否確認ルール、連絡網を整備、BCPの作成

ネットワーク：地域包括・民生委員・サービス事業所・各団体と顔の見える関係を持つ
地域の団体の役割を知っておくこと、防災訓練に参加する

・金沢市地域防災計画（金沢市ホームページ）に目を通してみる。

・ かなざわコミュニティー防災士ネットワークでは出前講座をしてくれる。
・ 金沢市障害者基幹相談支援センターの存在や役割を知っておく。
・ 家族に相談支援専門員さんがついている場合は、普段から連絡を取りあう。
・ 石川県介護支援専門員協会への加入もお願いします。

金沢市のように地震リスクが高い地域では、
「医療と介護の切れ目をなくす仕組み」を平時から整えることが必要



◆災害時の支援においては「連携」と「情報共有」が何よりも重要

◆介護支援専門員は災害時こそ「つなぐ」「調整する」力を発揮できる

まとめ ～能登半島地震の経験を今後に活かすために～



石川県介護支援専門員協会より、

避難者の受け入れにご尽力いただきました施設の皆さま

に、深く感謝申し上げます。

ご清聴ありがとうございました

最後に
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